
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　柱状スペーサに起因する配向不良がラビング

処理方向に沿う方向の直線上の表示異常として視認され

にくいようにする。

【解決手段】　黒丸で示す柱状スペーサ１５は、行方向

に配置された画素に対して、１画素に１個以下であるが

少なくとも連続する３画素に１個はあり、最大でも３画

素以上連続して配置されておらず、列方向に配置された

画素に対して、１画素に１個以下であるが少なくとも連

続する４画素に１個はあり、最大でも４画素以上連続し

て配置されていない。これにより、柱状スペーサ１５に

起因する配向不良がラビング処理方向に沿う方向の直線

上の表示異常として視認されにくいようにすることがで

きる。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 相 対 向 す る 面 に 配 向 膜 が 設 け ら れ た 一 方 お よ び 他 方 の 基 板 間 に 、 前 記 一 方 の 基 板 の 前 記
他 方 の 基 板 と 対 向 す る 側 の 面 に 設 け ら れ た 柱 状 ス ペ ー サ が 配 置 さ れ 、 且 つ 、 マ ト リ ク ス 状
に 配 置 さ れ た 画 素 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て 、 前 記 柱 状 ス ペ ー サ は 、 前 記 一 方 の 基 板
の 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向 に 配 置 さ れ た 前 記 画 素 に 対 し て 、 １ 画 素 に １ 個 以
下 で あ る が 少 な く と も 連 続 す る ３ 画 素 に １ 個 は あ り 、 最 大 で も ３ 画 素 以 上 連 続 し て 配 置 さ
れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 柱 状 ス ペ ー サ は 、 行 方 向 に 配 置 さ れ た 前 記 画 素 に
対 し て 、 １ 画 素 に １ 個 以 下 で あ る が 少 な く と も 連 続 す る ３ 画 素 に １ 個 は あ り 、 最 大 で も ３
画 素 以 上 連 続 し て 配 置 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 柱 状 ス ペ ー サ は 、 列 方 向 に 配 置 さ れ た 前 記 画 素 に
対 し て 、 １ 画 素 に １ 個 以 下 で あ る が 少 な く と も 連 続 す る ４ 画 素 に １ 個 は あ り 、 最 大 で も ４
画 素 以 上 連 続 し て 配 置 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 予 め 設 定 さ れ た 複 数 の 画 素 行 お よ び 複 数 の 画 素 列 の 範
囲 内 に お い て 配 置 さ れ る 前 記 柱 状 ス ペ ー サ の 配 置 数 が 、 同 一 と な る 基 準 領 域 を 有 す る こ と
を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 前 記 柱 状 ス ペ ー サ は 、 そ れ に 対 応 す る 前 記 画 素 の 近 傍
の 非 表 示 領 域 に 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 列 方 向 に 延 び て ス ト ラ イ プ 状 に 配 置 さ れ た 赤 、 緑 、 青
の カ ラ ー フ ィ ル タ 要 素 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 に お い て 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 赤 、 緑 、 青 の 各 色 表 示 用 の
画 素 電 極 を 有 し 、 行 方 向 に お い て 互 い に 近 接 し て 配 置 さ れ た ３ つ の 各 色 表 示 用 の 前 記 画 素
電 極 に よ っ て １ 画 素 が 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 柱 状 ス ペ ー サ を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の 柱 状 ス ペ ー サ を 備 え た 液 晶 表 示 装 置 に は 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た Ｒ （ 赤 ） 、
Ｇ （ 緑 ） 、 Ｂ （ 青 ） の 各 画 素 領 域 間 の 非 画 素 領 域 の う ち 、 ラ ビ ン グ 処 理 方 向 の 上 流 側 に 位
置 す る Ｒ 画 素 領 域 と 下 流 側 に 位 置 す る Ｂ 画 素 領 域 と の 間 の 非 画 素 領 域 に 柱 状 ス ペ ー サ を 配
置 し 、 こ れ に よ り 柱 状 ス ペ ー サ に 起 因 す る 配 向 不 良 が Ｒ 画 素 領 域 お よ び Ｂ 画 素 領 域 に 比 べ
て 視 感 度 の 高 い Ｇ 画 素 領 域 で 発 生 す る の を 防 止 し 、 ひ い て は 柱 状 ス ペ ー サ に 起 因 す る 配 向
不 良 に よ る 表 示 ム ラ が 視 認 さ れ に く い よ う に し た も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ）
。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ １ ４ ６ ２ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 液 晶 表 示 装 置 で は 、 ラ ビ ン グ 処 理 方 向 の 上 流 側 に 位 置 す る Ｒ
画 素 領 域 と 下 流 側 に 位 置 す る Ｂ 画 素 領 域 と の 間 の 非 画 素 領 域 に 柱 状 ス ペ ー サ を 規 則 的 に 配
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置 し て い る の で 、 す な わ ち 、 全 Ｒ 画 素 領 域 の ラ ビ ン グ 処 理 方 向 の 下 流 側 の 非 画 素 領 域 の す
べ て に 柱 状 ス ペ ー サ を 配 置 し て い る の で 、 柱 状 ス ペ ー サ が ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向 に
配 置 さ れ た Ｒ 画 素 領 域 に 対 し て 連 続 し て 配 置 さ れ 、 こ の 連 続 し て 配 置 さ れ た 柱 状 ス ペ ー サ
に 起 因 す る 配 向 不 良 が ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向 の 直 線 上 の 表 示 異 常 と し て 視 認 さ れ る
こ と が あ る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 こ の 発 明 は 、 柱 状 ス ペ ー サ に 起 因 す る 配 向 不 良 が ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向
の 直 線 上 の 表 示 異 常 と し て 視 認 さ れ に く い よ う に す る こ と が で き る 液 晶 表 示 装 置 を 提 供 す
る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 相 対 向 す る 面 に 配 向 膜 が 設 け ら れ た 一 方 お よ び
他 方 の 基 板 間 に 、 前 記 一 方 の 基 板 の 前 記 他 方 の 基 板 と 対 向 す る 側 の 面 に 設 け ら れ た 柱 状 ス
ペ ー サ が 配 置 さ れ 、 且 つ 、 マ ト リ ク ス 状 に 配 置 さ れ た 画 素 を 有 す る 液 晶 表 示 装 置 に お い て
、 前 記 柱 状 ス ペ ー サ は 、 前 記 一 方 の 基 板 の 配 向 膜 の ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向 に 配 置 さ
れ た 前 記 画 素 に 対 し て 、 １ 画 素 に １ 個 以 下 で あ る が 少 な く と も 連 続 す る ３ 画 素 に １ 個 は あ
り 、 最 大 で も ３ 画 素 以 上 連 続 し て 配 置 さ れ て い な い こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 柱 状 ス ペ ー サ を 、 ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向 に 配 置 さ れ た 画 素 に
対 し て 、 １ 画 素 に １ 個 以 下 で あ る が 少 な く と も 連 続 す る ３ 画 素 に １ 個 は あ り 、 最 大 で も ３
画 素 以 上 連 続 し て 配 置 し て い な い の で 、 柱 状 ス ペ ー サ が ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向 に 配
置 さ れ た 画 素 に 対 し て 断 続 的 に 配 置 さ れ 、 ひ い て は 柱 状 ス ペ ー サ に 起 因 す る 配 向 不 良 が ラ
ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向 の 直 線 上 の 表 示 異 常 と し て 視 認 さ れ に く い よ う に す る こ と が で
き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ は こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て の 液 晶 表 示 装 置 の 要 部 の 断 面 図 を 示 す 。 こ の 液 晶 表
示 装 置 は 、 ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 で あ り 、 ガ ラ ス 基 板 か ら な る ア ク テ ィ ブ 基 板 １ お よ び
対 向 基 板 １ １ を 備 え て い る 。 ア ク テ ィ ブ 基 板 １ の 上 面 （ 対 向 基 板 １ １ と 対 向 す る 側 の 内 面
） に は ス イ ッ チ ン グ 素 子 と し て の 複 数 の 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ が マ ト リ ク ス 状 に 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ を 含 む ア ク テ ィ ブ 基 板 １ の 上 面 に は オ ー バ ー コ ー ト 膜 ３ が 設 け ら れ
て い る 。 オ ー バ ー コ ー ト 膜 ３ の 上 面 に は 赤 、 緑 、 青 の 各 色 表 示 用 の 画 素 電 極 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、
４ Ｂ が オ ー バ ー コ ー ト 膜 ３ に 設 け ら れ た コ ン タ ク ト ホ ー ル ５ を 介 し て 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２
に 接 続 さ れ て 設 け ら れ て い る 。 画 素 電 極 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、 ４ Ｂ を 含 む オ ー バ ー コ ー ト 膜 ３ の 上
面 に は 配 向 膜 ６ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 対 向 基 板 １ １ の 下 面 （ ア ク テ ィ ブ 基 板 １ と 対 向 す る 側 の 内 面 ） に は 遮 光 膜 １ ２ お よ び 赤
、 緑 、 青 の カ ラ ー フ ィ ル タ 要 素 １ ３ Ｒ 、 １ ３ Ｇ 、 １ ３ Ｂ が 設 け ら れ て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル
タ 要 素 １ ３ Ｒ 、 １ ３ Ｇ 、 １ ３ Ｂ の 下 面 に は 共 通 電 極 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 カ ラ ー フ ィ ル
タ 要 素 １ ３ Ｒ 、 １ ３ Ｇ 間 に お け る 共 通 電 極 １ ４ の 下 面 の 所 定 の 箇 所 に は 柱 状 ス ペ ー サ １ ５
が 設 け ら れ て い る 。 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ の 表 面 を 含 む 共 通 電 極 １ ４ の 下 面 に は 配 向 膜 １ ６ が
設 け ら れ て い る 。 こ の 場 合 、 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ お よ び そ の 表 面 に 設 け ら れ た 配 向 膜 １ ６ に
よ り 、 実 質 的 な 柱 状 ス ペ ー サ が 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ し て 、 ア ク テ ィ ブ 基 板 １ と 対 向 基 板 １ １ と は 、 そ の 間 に 介 在 さ れ た ほ ぼ 方 形 枠 状 の シ
ー ル 材 （ 図 示 せ ず ） を 介 し て 互 い に 貼 り 合 わ さ れ て い る 。 こ の 状 態 で は 、 柱 状 ス ペ ー サ １
５ お よ び そ の 表 面 に 設 け ら れ た 配 向 膜 １ ６ か ら な る 実 質 的 な 柱 状 ス ペ ー サ の 下 面 は 、 ア ク
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テ ィ ブ 基 板 １ の 配 向 膜 ６ の 上 面 に 当 接 さ れ て い る 。 シ ー ル 材 の 内 側 に お け る 両 基 板 １ 、 １
１ の 配 向 膜 ６ 、 １ ６ 間 に は 液 晶 １ ７ が 封 入 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 図 ２ は カ ラ ー フ ィ ル タ 要 素 １ ３ Ｒ 、 １ ３ Ｇ 、 １ ３ Ｂ 、 画 素 電 極 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、 ４ Ｂ
お よ び 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ の 一 部 の 平 面 的 な 配 置 関 係 を 示 す 図 で あ る 。 カ ラ ー フ ィ ル タ 要 素
１ ３ Ｒ 、 １ ３ Ｇ 、 １ ３ Ｂ は 列 方 向 に 延 び て ス ト ラ イ プ 状 に 配 置 さ れ て い る 。 各 カ ラ ー フ ィ
ル タ 要 素 １ ３ Ｒ 、 １ ３ Ｇ 、 １ ３ Ｂ 下 に は そ れ ぞ れ 複 数 の 縦 長 の 各 画 素 電 極 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、 ４
Ｂ が 列 方 向 に 等 ピ ッ チ で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ し て 、 画 素 電 極 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、 ４ Ｂ と カ ラ ー フ ィ ル タ 要 素 １ ３ Ｒ 、 １ ３ Ｇ 、 １ ３ Ｂ と の
重 合 部 分 の う ち 、 遮 光 膜 １ ２ お よ び 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ ２ を 除 く 部 分 が 表 示 領 域 と な っ て お
り 、 そ れ 以 外 の 領 域 、 例 え ば 、 画 素 電 極 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、 ４ Ｂ 間 が ほ ぼ 格 子 状 の 非 表 示 領 域 と
な っ て い る 。 ま た 、 行 方 向 に お い て 互 い に 近 接 し て 配 置 さ れ た ３ つ の 各 色 表 示 用 の 画 素 電
極 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、 ４ Ｂ に よ っ て １ 画 素 が 構 成 さ れ て い る 。 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ は 、 平 面 的 に 見
て 、 緑 色 表 示 用 の 画 素 電 極 ４ Ｇ の 左 上 の 非 表 示 領 域 に 配 置 さ れ て い る が 、 次 に 説 明 す る 如
く 、 配 置 さ れ て い な い 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 図 ３ は 画 素 電 極 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、 ４ Ｂ お よ び 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ の 一 部 の 平 面 的 な 配 置
関 係 を 示 す 図 で あ る 。 こ の 場 合 、 図 ３ に お い て 、 縦 線 と 横 線 と で 囲 ま れ た 縦 長 の 長 方 形 状
の 領 域 は 画 素 電 極 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、 ４ Ｂ で あ り 、 特 定 の 緑 色 表 示 用 の 画 素 電 極 ４ Ｇ の 左 上 角 に
設 け ら れ た 黒 丸 は 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に お い て 黒 丸 で 示 す 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ は 、 任 意 の ラ ン ダ ム に 配 置 さ れ 、 第 １ 行 の 画
素 で は 、 第 １ 列 、 第 ２ 列 、 第 ４ 列 、 第 ５ 列 、 第 ６ 列 、 第 ９ 列 の 画 素 電 極 ４ Ｇ の 左 上 角 に 配
置 さ れ 、 第 ２ 行 の 画 素 で は 、 第 ２ 列 、 第 ３ 列 、 第 ４ 列 、 第 ７ 列 、 第 １ １ 列 、 第 １ ２ 列 の 画
素 電 極 ４ Ｇ の 左 上 角 に 配 置 さ れ 、 第 ３ 行 の 画 素 で は 、 第 １ 列 、 第 ５ 列 、 第 ６ 列 、 第 ８ 列 、
第 ９ 列 、 第 １ ０ 列 の 画 素 電 極 ４ Ｇ の 左 上 角 に 配 置 さ れ 、 第 ４ 行 の 画 素 で は 、 第 ３ 列 、 第 ４
列 、 第 ６ 列 、 第 ７ 列 、 第 ８ 列 、 第 １ １ 列 の 画 素 電 極 ４ Ｇ の 左 上 角 に 配 置 さ れ 、 第 ５ 行 の 画
素 で は 、 第 １ 列 、 第 ２ 列 、 第 ５ 列 、 第 ９ 列 、 第 １ ０ 列 、 第 １ ２ 列 の 画 素 電 極 ４ Ｇ の 左 上 角
に 配 置 さ れ 、 第 ６ 行 の 画 素 で は 、 第 ３ 列 、 第 ７ 列 、 第 ８ 列 、 第 １ ０ 列 、 第 １ １ 列 、 第 １ ２
列 の 画 素 電 極 ４ Ｇ の 左 上 角 に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 図 ３ に お い て 、 右 上 か ら 左 下 に 向 か う 矢 印 は 、 図 １ に 示 す 対 向 基 板 １ １ の 配 向
膜 １ ６ に 対 す る 対 向 基 板 １ １ の 上 面 側 か ら 見 た ラ ビ ン グ 処 理 方 向 を 示 す 。 こ の 場 合 、 行 方
向 に お い て 互 い に 近 接 し て 配 置 さ れ た ３ つ の 各 色 表 示 用 の 画 素 電 極 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、 ４ Ｂ に よ
っ て １ 画 素 が 構 成 さ れ て い る の で 、 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ は 、 矢 印 で 示 す ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に
沿 う 方 向 に 配 置 さ れ た 画 素 に 対 し て 、 １ 画 素 に １ 個 以 下 で あ る が 少 な く と も 連 続 す る ３ 画
素 に １ 個 は あ り 、 最 大 で も ３ 画 素 以 上 連 続 し て 配 置 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の よ う に 、 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ を 、 図 ３ に お い て 矢 印 で 示 す ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方
向 に 配 置 さ れ た 画 素 に 対 し て 、 １ 画 素 に １ 個 以 下 で あ る が 少 な く と も 連 続 す る ３ 画 素 に １
個 は あ り 、 最 大 で も ３ 画 素 以 上 連 続 し て 配 置 し て い な い の で 、 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ が ラ ビ ン
グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向 に 配 置 さ れ た 画 素 に 対 し て 断 続 的 に 配 置 さ れ 、 ひ い て は 柱 状 ス ペ ー
サ １ ５ に 起 因 す る 配 向 不 良 が ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向 の 直 線 上 の 表 示 異 常 と し て 視 認
さ れ に く い よ う に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 行 方 向 に は 、 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ が １ 画 素 に １ 個 以 下 で あ る が 少 な く と も 連 続 す る
３ 画 素 に １ 個 は あ り 、 最 大 で も ３ 画 素 以 上 連 続 し て 配 置 さ れ て い な い 。 ま た 、 列 方 向 に は
、 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ が １ 画 素 に １ 個 以 下 で あ る が 少 な く と も 連 続 す る ４ 画 素 に １ 個 は あ り
、 最 大 で も ４ 画 素 以 上 連 続 し て 配 置 さ れ て い な い 。 こ れ に よ り 、 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ に 起 因
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す る 配 向 不 良 が ラ ビ ン グ 処 理 方 向 に 沿 う 方 向 の 直 線 上 の 表 示 異 常 と し て よ り 一 層 視 認 さ れ
に く い よ う に す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 列 方 向 に 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ を 最 大 で ３ 画 素 連
続 し て 配 置 し 、 ４ 画 素 以 上 連 続 し て 配 置 し て い な い の は 、 列 方 向 で は 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ に
起 因 す る 配 向 不 良 に よ る 表 示 異 常 が 目 立 ち に く い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 と こ ろ で 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 画 素 数 が 行 方 向 に ６ 個 、 列 方 向 に １ ２ 個 で あ る 方 形 状 の
領 域 を 基 準 領 域 と し 、 こ の 基 準 領 域 を 行 方 向 お よ び 列 方 向 に そ れ ぞ れ 所 定 数 ず つ 配 置 す る
と 、 １ 個 の 液 晶 表 示 装 置 の 全 画 素 領 域 が 構 成 さ れ る 。 こ の 場 合 、 図 ３ に 示 す 基 準 領 域 に お
け る 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ の 配 置 数 は 、 い ず れ の 行 も 画 素 数 の 半 分 の ６ 個 （ 同 一 ） で あ り 、 ま
た い ず れ の 列 も 画 素 数 の 半 分 の ３ 個 （ 同 一 ） で あ る 。 し た が っ て 、 基 準 領 域 で は 、 柱 状 ス
ペ ー サ １ ５ が 任 意 の ラ ン ダ ム に 配 置 さ れ て い て も 、 ほ ぼ 均 一 に 配 置 さ れ て い る と 言 え る の
で 、 液 晶 層 厚 の 均 一 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 柱 状 ス ペ ー サ １ ５ を 緑 色 表 示 用 の 画 素 電
極 ４ Ｇ の 左 上 の 非 表 示 領 域 に 配 置 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 赤 色 表 示
用 の 画 素 電 極 ４ Ｒ の 左 上 の 非 表 示 領 域 に 配 置 す る よ う に し て も よ く 、 ま た 青 色 表 示 用 の 画
素 電 極 ４ Ｂ の 左 上 の 非 表 示 領 域 に 配 置 す る よ う に し て も よ く 、 さ ら に 画 素 電 極 Ｒ 、 Ｇ 、 Ｂ
に 関 係 な く 、 非 表 示 領 域 の 任 意 の ラ ン ダ ム な 位 置 に 配 置 す る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 こ の 発 明 を ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 の カ ラ ー 液 晶 表 示 装 置 に
適 用 し た 場 合 に つ い て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 ら ず 、 単 純 マ ト リ ク ス 型 の カ ラ ー 液 晶 表 示 装
置 に も 適 用 す る こ と が で き 、 ま た 白 黒 表 示 の ア ク テ ィ ブ マ ト リ ク ス 型 ま た は 単 純 マ ト リ ク
ス 型 の 液 晶 表 示 装 置 に も 適 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 一 実 施 形 態 と し て の 液 晶 表 示 装 置 の 要 部 の 断 面 図 。
【 図 ２ 】 カ ラ ー フ ィ ル タ 要 素 、 画 素 電 極 お よ び 柱 状 ス ペ ー サ の 一 部 の 平 面 的 な 配 置 関 係 を
示 す 図 。
【 図 ３ 】 画 素 電 極 お よ び 柱 状 ス ペ ー サ の 一 部 の 平 面 的 な 配 置 関 係 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １ 　 ア ク テ ィ ブ 基 板
　 ２ 　 薄 膜 ト ラ ン ジ ス タ
　 ３ 　 オ ー バ ー コ ー ト 膜
　 ４ Ｒ 、 ４ Ｇ 、 ４ Ｂ 　 画 素 電 極
　 ５ 　 コ ン タ ク ト ホ ー ル
　 ６ 　 配 向 膜
　 １ １ 　 対 向 基 板
　 １ ２ 　 遮 光 膜
　 １ ３ Ｒ 、 １ ３ Ｇ 、 １ ３ Ｂ 　 カ ラ ー フ ィ ル タ 要 素
　 １ ４ 　 共 通 電 極
　 １ ５ 　 柱 状 ス ペ ー サ
　 １ ６ 　 配 向 膜
　 １ ７ 　 液 晶
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

(6) JP 2007-232820 A 2007.9.13



专利名称(译) 液晶表示装置

公开(公告)号 JP2007232820A 公开(公告)日 2007-09-13

申请号 JP2006051633 申请日 2006-02-28

[标]申请(专利权)人(译) 卡西欧计算机株式会社

申请(专利权)人(译) 卡西欧计算机有限公司

[标]发明人 柳沢正樹

发明人 柳沢 正樹

IPC分类号 G02F1/1339 G02F1/1335

CPC分类号 G02F1/13394 G02F1/133784

FI分类号 G02F1/1339.500 G02F1/1335.505

F-TERM分类号 2H089/LA09 2H089/LA16 2H089/LA20 2H089/QA16 2H089/TA02 2H089/TA04 2H089/TA09 2H089
/TA12 2H091/FA03Y 2H091/FD04 2H091/GA03 2H091/GA06 2H091/GA13 2H091/LA12 2H091/LA16 
2H091/LA30 2H189/DA07 2H189/DA32 2H189/DA49 2H189/FA14 2H189/HA15 2H189/LA05 2H189
/LA10 2H189/LA14 2H191/FA05Y 2H191/FD04 2H191/GA05 2H191/GA08 2H191/GA19 2H191/LA13 
2H191/LA21 2H191/LA40 2H291/FA05Y 2H291/FD04 2H291/GA05 2H291/GA08 2H291/GA19 2H291
/LA13 2H291/LA21 2H291/LA40

其他公开文献 JP4839889B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：使由柱状间隔物引起的对准缺陷在沿摩擦处理方向的方向
上不太可能被视觉识别为直线上的显示异常。 解决方案：黑色圆圈表示
的柱状间隔物15的数量，对于在行方向上排列的像素，每个像素为1个或
更少，但对于每三个连续像素至少一个，并且至少三个或更多连续像
素。 在列方向上排列的像素数是每像素1个或更少，但是在连续的4个像
素中至少有1个，并且没有连续排列的4个像素以上。 。 这使得可以防止
由于沿着摩擦处理方向的直线在视觉上将由于柱状间隔物15引起的不良
对准视觉上识别为显示异常。 [选择图]图3

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/b3188d83-ce3d-4145-8f85-ba98b5a00cbe
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/038009254/publication/JP2007232820A?q=JP2007232820A

